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	文責：校長　長田道也
	甲斐市立竜王北小学校
	7月1６日発行

	さあ、夏休みです！みんなは、どんなことにチャレンジしますか？
	　さあ、７月１８日（土）～８月２７日（木）まで、４１日間の夏休みがスタートします。みなさんの気持ちは、どんな感じでしょうか。『ワクワク』していますか。 　さて、４１日間もある夏休みです。この夏は、どんなことにチャレンジしようと考えていますか。そこでみんなに校長先生からお願いがあります。みんなにとってプラスになる習慣づくりにチャレンジしてほしいです。例えば、家のお手伝い・毎日の自主学習・体力づくりのための運動など・・・。自分のためになることを、一つ見つけてほしいです。 　そこで『やかんの湯沸かし』という話を紹介したいと思います。【やかんの中のお湯】＝【習慣化したいこと】です。 やかんの中の
	水は強火で熱しても、途中でやめたら水に戻ってします。でも、弱火で熱し続ければお湯になります。さらに続けたり、火を強よくするとお湯は沸騰します。読書で例えると次のようになります。お湯になる。⇒続けることで読書が習慣化する。沸騰する。⇒さらに続ける読書に夢中になる・読書の魅力にはまる。こんな風になれるとイイですね。みんなは、どんな習慣化にチャレンジしてく
	れますか。夏休み明けに、身についた習慣を先生に自慢をしてください。 　ちなみに校長先生は、この夏から観音霊場巡りにチャレンジする予定です。数年かかると思いますが、諦めずに頑張ります。

	緊張したけどしっかりと発表できました
	　７月３日（金）に２年生・３年生・４年生の音楽集会が行われました。それぞれの学年が、無事に発表することができました。今回の発表までには、授業や朝の会の時間を使い練習してきました。練習をはじめた頃は、音が上手に取れませんでしたが、回数を重ねるとキレイなハーモニーを奏でるようになってきました。同時に音楽の楽しさが、数倍にもふくれあがりました。短い時間でしたが、子供たちが楽しんでいる様子を感じていただけただしょうか。１年生・５年生・６年生の音楽集会も、ぜひ、期待していください。
	ちょっと ひとこと

	世の中の仕組みを知りました！
	　先日の２日（木）、4年生が社会科見学で「清掃センター」と「甲斐市水道事務所」を訪問しました。社会科の「ごみの処理と利用」「水はどこから」の学習の一環として、私たちが毎日出しているごみや、蛇口から出る水がどのように届けられているのか、実際に目で見て確かめる大切な機会となりました。巨大なクレーンが大量のごみを力強く持ち上げる様子に、子供たちから驚きの歓声があがりました。ごみを減らすこと（3R）の大切さを知る機会となったようです。また、水道事務所では、甲斐市の水源について教えてもらい、安全に飲める水がどのようにできているのかを知ることができました。みんな真剣な表情でメモをとっていました。見学を終えた子供たちのノートには、「ごみを出すときはしっかり分別する」「これからは水を大切に使いたい」といった、自分たちの生活を振り返る言葉がたくさん並んでいました。

	研修や教育関係の情報から
	　甲斐市や学校では、子供の読書習慣の向上を目指しています。子供たちは、学校においては図書館の本を読むのですが、家庭での読書時間が向上をしていないことがアンケート結果として分かっている状況です。反面、学習以外でスマフォやタブレットなどを使用する時間は、年々、増えている現状もあります。先日の研修において子供の読書量について、紹介されていましたのでお伝えしたいと思います。それは、【子供の読書量は、親の読書量に比例する】ことが調査結果から分かってきたということです。子供は親の『言うこと』よりも『やっていること』をまねするそうです。アメリカの教育学者ドロシー・ロー・ノルト博士の詩が由来の言葉で、『子は親の鏡』という言葉をご存じだと思います。子供が親の読書に親しむ姿に触れると、子供自身も自然に読書をする時間が増えていきます。同時に読書をすることで、子供が新たな言葉と出会う機会が増え、語彙力が伸びるきっかけになるそうです。夏休みには、読書感想文などの宿題が出されます。この機会に、親子で読書をする時間、場合によっては子供に読み聞かせをする時間をとっていただければ子供の読書習慣の向上に繋がります。ぜひ、ご協力をお願いいたします。
	　学校生活のあらゆる場面で、子供たちは頑張ってます！



